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広報せとうち（２）      

新
年
の
ご
挨
拶 

～
み
ん
な
で
創
る
「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
」
～ 

瀬
戸
内
町
長 

 
 

 
 

 

鎌
田 
愛
人 

 

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
全

国
各
地
で
ご
活
躍
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
新

た
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
常
日
頃
か
ら
町
行

政
運
営
に
対
し
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
頂
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
町
民
の
皆
様
方
か

ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
持
を

賜
り
、
平
成
２７
年
６
月
２５
日

か
ら
、
第
６
代
瀬
戸
内
町
長

と
し
て
町
政
を
預
か
ら
せ
て

頂
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
し
ま
す
。 

 

町
長
就
任
後
約
半
年
が

経
過
し
、
責
任
の
重
さ
と
町

民
の
皆
様
の
期
待
の
大
き

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
に
掲
げ
ま
し
た
「
町

民
・
全
国
の
郷
友
会
・
役
場

職
員
」
が
一
体
と
な
っ
た

「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
」
を
旗

印
に
「
絆
で
創
る
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
「
元
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

町
政
運
営
に
全
身
全
霊
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

昨
年
は
、
３
月
に
念
願
で

あ
っ
た
国
道

５８
号
網
野
子

ト
ン
ネ
ル
が
供
用
開
始
と
な

り
、
交
通
安
全
の
確
保
・
利

便
性
・
防
災
対
策
・
救
急
医

療
等
、
様
々
な
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航

空
会
社
）
の
就
航
に
よ
り
、

本
町
へ
の
入
込
客
も
増
加
し

て
お
り
、
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
様
々
な
取
り
組

み
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
１０ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月
の
就
航
を
目
指
し
「
フ
ェ

リ
ー
か
け
ろ
ま
」
を
現
在
建

造
中
で
す
。
加
計
呂
麻
島
の

観
光
・
農
林
水
産
業
等
の
振

興
等
に
は
欠
か
せ
な
い
同
新

船
の
就
航
に
よ
り
、
地
域
活

性
化
に
更
な
る
弾
み
が
つ
く

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
１１
月
に
は
、
国
民
文

化
祭
「
仮
面
の
世
界
」
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
参
加

を
頂
き
、
入
場
者
数
も
多
数

に
の
ぼ
り
、
本
町
の
文
化
の

振
興
に
大
変
有
意
義
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
我
が
町
の
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
文
化
を
大
切
に
伝
承

し
て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。 

 

同
じ
く
１２
月
に
は
、
国
が

策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

基
本
的
な
考
え
方
や
政
策
５

原
則
な
ど
を
も
と
に
「
瀬
戸

内
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
戦
略
の
も
と

「
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮

小
の
克
服
」
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の

確
立
」
等
の
目
標
を
掲
げ
、

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
」

に
取
り
組
み
ま
す
。 

自
衛
隊
配
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
よ
り
本
格
的
に

着
手
さ
れ
ま
す
。
相
互
の
連

携
・
連
絡
を
密
接
に
し
て
、

配
備
計
画
に
つ
い
て
支
障
が

で
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
は
町
制
施
行

６０
周
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
、

そ
の
記
念
事
業
等
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
お
り
、
よ
り

充
実
し
た
事
業
に
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。
そ
の
他
、
重
要

な
事
業
等
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
が
、
よ
り
よ
い
政
策
と

な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
、

国
・
県
と
連
携
し
、
何
よ
り

も
町
民
の
皆
様
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
記
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

み
ん
な
で
創
る
「
チ
ー
ム

せ
と
う
ち
」
を
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



広報せとうち（３）      

新
年
の
ご
挨
拶 

瀬
戸
内
町
議
会
議
長 

 
 

 
 

 
安 

 

和 

弘 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
、
健
康
で
希
望

に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
と
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

常
日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
、
議
会
活
動
、
議

長
公
務
に
精
励
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
ま

し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
は
、
果
樹
・
果
菜
類

に
、
深
刻
な
被
害
を
与
え
る

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
侵
入
、

発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
ま
ん
延
防
止
、
早

期
根
絶
に
向
け
て
、
国
・
県
・

町
、
農
家
一
体
と
な
り
、
懸

命
な
防
除
対
策
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

深
刻
な
被
害
を
受
け
て
い
る

農
家
の
皆
様
の
た
め
に
も
、

一
日
も
早
い
根
絶
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。
我
々
議
会
も
、

で
き
る
限
り
の
支
援
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
町
当
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

へ
提
言
し
て
参
り
ま
す
。 

さ
て
、
新
年
に
あ
た
り

「
夢
・
二
題
」
を
私
な
り
に

語
っ
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
夢
」
で
あ
り
ま
す
。
最
初

の
夢
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

て
い
っ
た
人
達
が
、
家
族
を

連
れ
て
帰
っ
て
く
る
、
Ｕ
タ

ー
ン
ラ
ッ
シ
ュ
、
ふ
る
さ
と

回
帰
で
あ
り
ま
す
。
合
併
当

時
、
二
万
六
千
人
の
人
口
が

現
在
、
九
千
三
百
人
。
原
因

は
、「
島
に
働
く
場
所
が
な
い
」

解
決
方
法
は
、
企
業
も
来
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
町
で
仕
事

を
つ
く
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
６
次
産
業
」
と
言
い
ま
す

が
、
資
金
の
問
題
、
土
地
、

農
地
の
問
題
等
で
、
個
人
の

力
で
は
限
度
が
あ
り
、
な
か

な
か
踏
み
込
ん
で
い
け
ま
せ

ん
。
町
が
、
６
次
産
業
の
確

立
に
向
け
て
、
時
間
も
金
も

か
け
て
、
し
っ
か
り
と
土
台

作
り
を
し
て
、
関
西
・
関
東
、

そ
の
他
の
郷
友
会
に
声
か
け

を
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
募
っ

て
み
る
。
勿
論
、
生
活
し
て

い
け
る
最
低
保
証
ま
で
、
責

任
を
も
つ
。
身
を
切
る
覚
悟

が
な
け
れ
ば
、「
人
を
増
や
す
」

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
は

り
「
夢
」
で
し
ょ
う
か
。 

 

も
う
一
題
、
昨
年
、
関
西

瀬
戸
内
会
へ
出
席
し
ま
し
た
。 

 

会
の
あ
と
、
十
八
年
生
同
窓

よ
り
「
六
時
か
ら
同
窓
会
を

す
る
か
ら
、
場
所
は
、
杭
瀨

の
華
門
」
同
窓
生
の
店
で
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の
店
で
、

七
、
八
名
座
れ
ば
、
い
っ
ぱ

い
の
店
内
に
何
と
、
十
六
名
。

ふ
る
さ
と
か
ら
同
窓
生
が
来

れ
ば
、
必
ず
や
る
「
定
例
会
」

で
す
。
そ
の
席
で
、
昨
年
、

日
展
（
日
本
美
術
展
覧
会
）

に
入
選
し
た
、
古
志
出
身
の

Ｍ
氏
が
「
古
仁
屋
に
帰
る
時

に
、
地
頭
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

て
、
街
が
見
え
た
ら
、
ホ
ッ

と
す
る
け
ど
、
高
千
穂
神
社

か
ら
向
い
の
山
に
、
鯉
の
ぼ

り
を
泳
が
せ
た
ら
す
ご
い
だ

ろ
う
ナ
…
。
」
す
か
さ
ず
横
か

ら
「
黒
マ
グ
ロ
日
本
一
だ
か

ら
、
マ
グ
ロ
の
ぼ
り
も
間
に

挟
め
ば
い
い
。
」
頭
の
中
に
イ

メ
ー
ジ
が
す
ぐ
浮
か
び
ま
し

た
。 

 

昭
和
十
八
年
生
ま
れ
。
七

十
才
を
過
ぎ
て
も
、
ふ
る
さ

と
を
遠
く
離
れ
て
い
て
も
、

胸
の
中
に
は
、
い
つ
も
「
ふ

る
さ
と
」
が
あ
る
の
で
す
。

会
の
名
称
は
「
華
門
」
会
議
。

英
語
の
カ
モ
ン
、
方
言
の
「
ヌ

ム
、
カ
モ
ン
」「
ふ
る
さ
と
の

話
を
し
よ
う
」
が
会
の
歌
で

す
。 

 

今
年
一
年
、
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。 



広報せとうち（４） 

新
年
の
ご
挨
拶 

瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会 

教
育
長 

 
 

上
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敏
也  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。 新

春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

瀬
戸
内
町
の
一
層
の
発
展
と

子
ど
も
達
の
幸
せ
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

本
町
教
育
行
政
推
進
に
対
し

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
賜

り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
鹿
児
島
県
に
お

き
ま
し
て
、「
第
三
十
回
国
民

文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」

が
開
催
さ
れ
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
「
仮
面
の
世
界

in
奄
美
」
と
題
し
、
諸
鈍
シ

バ
ヤ
や
油
井
の
豊
年
踊
り
等

１０
演
目
が
演
じ
ら
れ
、
全
国

各
地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

貴
重
な
文
化
の
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
ま

し
て
、
本
町
の
教
育
行
政
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。 

本
町
の
教
育
行
政
の
基
本

目
標
で
あ
り
ま
す
「
二
十
一

世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
な
人

づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
未
来

に
生
き
る
確
か
な
学
力
」
、

「
生
き
る
喜
び
を
育
む
生
涯

学
習
」
、
「
郷
土
の
心
を
伝
え

る
文
化
活
動
」
を
力
点
と
し
、

諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の

に
「
学
力
向
上
」
が
あ
り
ま

す
。 

学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
教
職
員
の

研
修
を
充
実
さ
せ
て
「
子
ど

も
が
分
か
る
授
業
」
を
確
立

す
る
こ
と
を
第
一
に
、
町
内

の
児
童
生
徒
全
員
の
学
力
が

向
上
す
る
よ
う
各
学
校
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
効
果
的
な
授
業
を
行
う

た
め
に
、「
瀬
戸
内
町
学
校
教

育
情
報
化
基
本
計
画
」
を
策

定
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
、
児
童
生

徒
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

授
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
地
域
ぐ
る
み
の
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。 

体
育
面
で
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
と
地
理
的
環
境
を
活
か

し
た
体
験
学
習
と
し
て
「
遠

泳
大
会
」「
大
島
海
峡
板
付
け

舟
横
断
」
等
で
体
力
・
気
力

を
向
上
さ
せ
、
自
然
の
中
で

「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」

の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。 

文
化
面
で
は
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
徹
底
、
複
式
学
級

に
お
け
る
指
導
法
の
研
究
、

郷
土
文
化
体
験
学
習
、
学
習

発
表
会
・
文
化
祭
、
本
町
で

毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
中

学
校
弁
論
・
英
語
暗
唱
大
会

も
益
々
充
実
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

未
就
学
児
に
お
け
る
運
動

能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、

プ
レ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ

事
業
、
児
童
を
対
象
と
し
た

夏
休
み
水
泳
教
室
、
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
満
天
ク

ラ
ブ
」
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

公
民
館
講
座
や
自
主
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
学
習
活
動
の
充
実
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

と
し
た
各
種
大
会
、
い
き
い

き
健
康
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
健

康
増
進
活
動
や
文
化
活
動
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
町
の
最
高
学
府

で
あ
る
県
立
古
仁
屋
高
等
学

校
に
つ
い
て
は
、
古
仁
屋
高

等
学
校
振
興
対
策
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
各
種
補
助
金
や

扶
助
費
等
、
魅
力
あ
る
施
策

を
打
ち
出
し
新
入
学
生
の
確

保
、
在
校
生
の
学
力
・
資
質

向
上
に
町
民
一
丸
と
な
り
、

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
、
人
間
性
豊
か

で
た
く
ま
し
く
活
力
に
満
ち
、

生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教

育
風
土
の
構
築
と
充
実
を
目

指
し
て
、
そ
の
推
進
を
図
り

ま
す
。 

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
新
し
い
年
が
希
望
に

輝
き
、
幸
多
い
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。 



平成２７年度１２月号 

第６１回文化祭（テーマ：わーきゃの島のかるちゃーふぇす） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業見学・郷土研修（近畿大学水産研究所奄美実験場，奄美大島開運酒造） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 

１１月１７日（火）に１年生４４名が，企業見学・郷土研修で近畿大学水産研究所奄美実験場と奄美大島開運酒造を訪れました。１日とい

う短い期間でしたが，生徒たちは普段なかなかすることのない体験ができ，郷土奄美の魅力を再確認できるいい機会となりました。 

 

１０月３１日（土）に第６１回文化祭を行いました。「わーきゃの島のかるちゃーふぇす」というテーマのもと，クラス，部活動，有志団体そ

れぞれが素晴らしい展示発表・ステージ発表を行い，会場を大いに盛り上げました。また，当日は多くの保護者や地域の方々に来場して

いただき，活気のある文化祭となりました。 来場してくださった方々，誠にありがとうございました。 

笑電による漫才 

書道部による展示作品 

SOUVENIRによる弾き語り 

 

１年１組折り鶴アート 

 

１年２組ペットボトルアート 

 

３年１組パロディー劇場 

 

PTA食物バザー 

フラダンス 

 

３年生手話コーラス 吹奏楽部野外コンサート 

美術同好会による展示作品 

 

奄美大島開運酒造で黒糖焼酎の音響熟成に興味をもつ生徒たち 

近大研究所での，マグロの 

養殖いけす見学の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報せとうち(６) 



 

 

 

趣 旨：成人に達した青年の新しい門出を祝福するとともに、将来の幸福を祈念する。 

対象者：平成７年４月２日～平成８年４月 1 日生まれの男女 

日 時：平成２８年 1 月 4 日（月） 

受 付：午後１２時３０分～ 

オープニング：午後１３時～ 

開 式：午後１３時３０分～ 

場 所：清水公園総合体育館 

問い合わせ先：教育委員会社会教育課 
ＴＥＬ 0997-72-2905   

担 当：与名城 

 

 

 

総務課では、防災行政無線のデジタル方式への移行に伴い、現在各世帯に設置しておりますア

ナログ式戸別受信機は、平成２７年３月をもちまして廃止となりました。なお、この戸別受信機

の処分につきましては、燃えないごみとして処分して下さい。（乾電池は抜いた状態で処分して

下さい。） 

 この廃止に伴い、役場からの「行政情報」はＦＭせとうち（76．8ＭＨz）にて１日に５回、

下記の時間帯で１５分間放送していますので、是非お聞きください。 

1 回目  7：00～ 07：15      4 回目  17：15～17：30 

２回目  9：45～ 10：00      5 回目  20：15～20：30 

3 回目   13：15～13：30 

※台風・各災害等の情報につきましては、随時ＦＭせとうちにて放送いたします。 

※放送時間等につきましては、予告なく変更されることがありますので予めご了承ください。 

 

 

 

 交通安全協会では、車両免許の更新、道路の各種工事使用等における確認調査、車両の保管場

所調査及び地域住民のご協力を頂いて各季の交通安全対策等を実施しておりますが、近年、地元

協会での免許更新者及び交通安全協会加入者が大幅に減少し、各種の交通安全活動が厳しくなっ

て参りました。今後の事務局の存続を懸念し、現在、各方面への安定運営に向けて協力をお願い

しているところであります。交通安全協会の活動強化、安定運営の為、車両免許保持者の地元協

会での免許更新及び協会加入について御協力をお願い致します。 

 

 

   ～１月１０日は「１１０番の日」～ 

「１」～ いち早く  「１」～ いそがず慌てず  「０」～ れい静に 

 １１０番する場合は、落ち着いて「いつ，どこで，何があったのか」を担当の警察官に伝えて

下さい。 

広報せとうち (７) 

平成２８年「成人式式典」開催のご案内 
 

役場総務課から防災行政無線についてお知らせ 
 

交通安全協会より車両免許保持者へのお願い 
 

瀬戸内警察署からのお知らせ 
 



 

 

 

 

 

広報せとうち(８)  



 
■『指宿』のがん陽子線治療をご存知ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月４日に販売いたしましたプレミアム商品券の使用                  

期限は１月３１日までとなっております。この期限を過ぎ 

ると、ご使用できません。 

 商品券をお持ちの方は必ず期限内にお使いください。 

 お問合せは、瀬戸内町商工会までお願いいたします。    

  （電話 0997-72-0147） 

 

 

                           

鹿児島ラーメンのむらさんの道路向かいに駐車場を設置しました。 

ご利用を希望される方は、財産管理課管財係へご連絡下さい。 

連絡先０９９７―72－1196（直通） 

 

広報せとうち(９)  

《陽子線治療とは・・・》 
 放射線治療のひとつで、水素の原子核を利用した治療です。これ

らの粒子を光速近くまで加速し、がん病巣に向けて照射します。 

 陽子線治療は、がん病巣を狙い撃ちできるため、周辺の正常組

織への影響を最小限に抑えることができるため、副作用も少なくて

すみます。治療中は、熱や痛みを感じることはありませんし、１日約

20 分程度の治療を受けて頂くだけです。 

 《陽子線で治療できる臓器について》 
 陽子線治療は正常な組織にダメージを及ぼすことなく、また患者

さんに苦痛を与えることなく、がんだけをピンポイントに狙い撃ちでき

ます。頭頸部、肺、肝臓、膵臓、腎臓、前立腺などのがんに対して

有効です。但し、胃や十二指腸、大腸などの消化管およびこれら消

化管と接している卵巣などの臓器、膀胱などは対象外となります。 

 メディポリスでは、2011 年 1 月の開業より 12 月 4 日現在 1640

名の患者さんに治療を行っております。 

●陽子線治療の治療費 

   288 万 3 千円 

※陽子線治療にかかる費用は全額自己負担となります。 

※がんの種類や大きさ、照射回数に関係なく、１治療に対する治療費

です。鹿児島県においては、平成 23 年 4 月より「陽子線治療」を受

けやすい環境を整備するため、患者さんまたはその家族等、銀行など

から治療費の借り入れを行った場合の利子の一部を助成する制度「粒

子線がん治療費利子補給事業」も開始されています。 

 【対象者】患者本人（鹿児島県民）または家族等 

 【対象借入金】借入金のうち陽子線治療相当分 

 【利子補給率】6%以内 

 【利子補給期間】5 年以内 

 【その他】所得制限あり 

※お問い合わせ 

 県庁地域医療整備課 TEL 099-286-2693 まで 
一般財団法人メディポリス医学研究財団 

メディポリス国際陽子線治療センター 

（5 月 1 日に名称が変わりました） 

旧名称「メディポリスがん粒子線治療研究センター」 
〒891-0304 鹿児島県指宿市東方 5188 番地 
E-mail：info@medipolis.org 
HP：http://www.medipolis.org 
電話：0993-23-5188、FAX：0993-24-3450 

◎センター（指宿） 

TEL 0993-24-3456 
◎オフィス鹿児島（鹿児島市加治屋町） 

TEL 099-210-7615 

市街地の皆さんへ 
 

瀬戸内町まちづくり観光課並びに瀬戸内町商工会からのお知らせ 
 



広報せとうち（１０） 

今
年
度
か
ら
二
人
の
方
が
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
瀬

戸
内
町
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
協
力
隊
活
動
を

し
て
い
る
泰
山
さ
ん
に
、
約

半
年
間
の
活
動
や
瀬
戸
内
町

に
移
住
し
て
の
感
想
・
こ
れ

か
ら
協
力
隊
と
し
て
ど
の
よ

う
こ
と
を
し
て
行
き
た
い
か

伺
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
何
？

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

い
る
の
か
、
町
民
の
方
に
も

知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
取
材

を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

【
自
己
紹
介
】 

２
０
１
５
年
６
月
か
ら
瀬

戸
内
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

る
泰
山
祐
一
（
ゆ
う
い
ち
）

さ
ん
で
す
。
そ
し
て
奥
さ
ん

の
夕
紀
（
ゆ
き
）
さ
ん
と
、

娘
の
結
有
（
ゆ
ゆ
）
ち
ゃ
ん

で
す
。
現
在
は
、
家
族
３
人

で
久
慈
集
落
に
住
ん
で
い
ま

す
。
祐
一
さ
ん
は
、
学
生
時

代
は
、
野
球
・
陸
上
（
中
距

離
）
を
し
て
い
て
、
現
在
は
、

町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
（
久
慈
ブ
ラ
ッ
ク
ス
）
に

所
属
し
て
い
ま
す
。 

東
海
大
学
卒
業
後
は
、
広

告
代
理
店
に
勤
務
し
、
そ
の

後
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
専
門

店
の
企
画
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。 

 【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
】 

 

一
言
で
言
う
と
、「
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
み
ん
な

で
行
う
人
」
と
考
え
て
い
ま

す
。
カ
ッ
コ
つ
け
て
「
持
続

可
能
」
な
ん
て
言
葉
を
使
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
意
味

が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
は
絶

対
に
「
人
」
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
集
落
の

存
続
の
た
め
に
は
「
人
」
が

必
要
だ
か
ら
で
す
。
人
が
定

住
す
る
た
め
に
は
、
「
雇
用
」

「
住
居
」
「
イ
ン
フ
ラ
（
交

通
・
買
い
物
・
病
院
等
）
」「
教

育
」「
環
境
（
自
然
・
住
民
）
」

等
の
様
々
な
重
要
事
項
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
の
項
目
も
人
が
関
わ
る
こ

と
で
す
。
各
々
の
項
目
が
満

足
基
準
に
達
し
て
こ
そ
、
よ

う
や
く
定
住
し
よ
う
か
考
え

始
め
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
ど
れ
も
満
点
で
な
く
て

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最

低
こ
の
ぐ
ら
い
の
基
準
は
必

要
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
水

準
を
高
め
る
こ
と
が
先
決
で

す
。
そ
し
て
、
不
満
な
項
目

の
水
準
を
高
め
て
い
く
こ
と
。

良
い
資
源
に
目
を
向
け
伸
ば

し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
活
動

に
携
わ
る
こ
と
が
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
の
使
命
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ど
れ
も
私
一
人
で
は

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
た
ち
の
お
力
や
お

知
恵
が
あ
っ
て
こ
そ
の
地
域

お
こ
し
で
す
。
皆
様
の
お
力

添
え
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

【
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
】 

 

私
の
祖
父
が
瀬
戸
内
町
に

住
ん
で
お
り
、
も
う
す
ぐ
９０

歳
に
な
る
祖
父
が
元
気
な
う

ち
に
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を
知

り
た
い
。
そ
し
て
瀬
戸
内
町

を
よ
り
良
く
し
た
い
。
と
い

う
の
が
移
住
す
る
き
っ
か
け

で
す
。 

  
【
移
住
し
て
の
感
想
は
】 

 

思
っ
て
い
た
以
上
に
良
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。
ふ
と
見

渡
す
と
自
然
に
包
ま
れ
て
、

夜
の
満
天
の
星
空
は
本
当
に

贅
沢
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り

良
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
た
く
さ
ん
助
け
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
感
覚
は
、

思
い
っ
切
っ
て
瀬
戸
内
町
に

住
も
う
と
決
断
し
た
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
た
感
覚
と
お
も
っ

て
い
ま
す
。 

 

写
真 

（
西
方
方
面
地
区
情
報
交
換
会
） 



広報せとうち（１１）      

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
の
活
動
】 

 

地
域
の
人
た
ち
と
触
れ
合

う
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て

い
ま
す
。
そ
の
話
の
中
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
ア
イ

デ
ア
を
も
と
に
、
役
場
の
担

当
者
の
方
々
と
連
携
を
図
り
、

地
域
の
方
々
と
実
現
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。 

 

直
近
で
は
、
秘
境
西
古
見

に
て
、
絶
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
休
耕
地
を

開
拓
す
る
と
い
う
一
次
産
業

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
助

成
金
へ
の
応
募
等
と
様
々
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
仕
事
に
就

き
半
年
近
く
た
ち
ま
す
が
、

様
々
な
人
と
の
会
話
の
中
で
、

た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
頂
き
、

や
り
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ

り
ま
す
。 

２
０
１
６
年
度
以
降
に
向
け

て
一
つ
一
つ
実
施
し
て
い
く

準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
仕
事
に
お
い
て
今
後
や
り

た
い
こ
と
】 

現
在
、
西
方
エ
リ
ア
の
担

当
を
し
て
い
ま
す
。 

西
方
に
は
、
飲
食
店
も
少

な
く
、
宿
泊
施
設
も
少
な
い

で
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
を
、

短
期
間
で
も
良
い
の
で
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

            

【
西
方
・
加
計
呂
麻
島
へ
】 

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進

行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に

誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
こ
と
で
、
意
欲
あ
る

都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
国
の
制
度
で
す
。 

今
年
度
も
こ
の
制
度
を
取

り
入
れ
、
今
回
取
材
し
た
泰

山
さ
ん
と
加
計
呂
麻
地
区
担

当
中
村
友
美
さ
ん
を
協
力
隊

と
し
て
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。 

写
真
（
左
が
中
村
さ
ん
・
右

が
泰
山
さ
ん
） 

        



 
  

１１月１５日（日） 第３０回国民文化祭 かごしま２０１５（仮面の世界ｉｎ奄美） 広報せとうち（１２） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」は

11 月に届けられ

た分のうち、希望

者のみを掲載し

ています。   

(敬称略) 

お
誕
生 

 
 

お
め
で
と
う 

 
 

名 

前 
 

保
護
者 
住
所 

髙
江
洲 

光み
つ

恵え 

軍 
 

阿
木
名 

山
田 

結ゆ
い

菜な 

鮎
美 

古
仁
屋 

山
田 

幸
來

ゆ

ら 

治
矢 

瀬 

相 

 

ご
結
婚 

 
 

お
め
で
と
う 

名 

前 
 
 

 

本 

籍 

泰
江 

翔 
 

 

古
仁
屋 

福
原 

千
登
勢 

 

池 

地 

中
村 

栄
太 

 

花 

富 

永
山 

智
香 

 

古
仁
屋 

古
原 

正
輝 

 

古
仁
屋 

岸
原 

ゆ
か
り 

 

請
阿
室 

米
田 

伸
高 

 

古
仁
屋 

積 
 

照
代 

 

奄
美
市 

橋
本 

夏
樹 

 

奄
美
市 

福
田 

舞
子 

 

池 

地 

   

お
悔
や
み 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

 

氏 

名 
 
 

年
齢 

 

本 

籍 

渡
辺 

辰
雄 

９３ 

勝 

浦 

崟 
 

昭
二 

８７ 

野
見
山 

池
田 

マ
ス 

１０１ 

愛
知
県 

西
田 

ト
ミ
コ 

９５ 

諸 

鈍 

佐
藤 
和
德 

７１ 

古
仁
屋 

慶
永 

達
夫 
８２ 

阿
室
釜 

久
保 

忠
道 
６２ 
生 

間 

義 
 

ケ
イ
子 

８５ 
勝 
浦 

德
永 

一 
 

９２ 

与 
路 

益 
 

エ
ダ 

８５ 

嘉 

鉄 

清 
 

照
久 

７９ 

古
仁
屋 

※
お
詫
び 

 

「
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
」
に
て
、
記
載
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
記

載
い
た
し
ま
す
。 

（
９
月
届
分
） 

朝 
 

平
次 

９１ 

西
阿
室 

 

 

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１１
月
分
） 

（
遺
族
） 

（
故
人
）(

住
所) 

眞
田 

清
郎 

タ
ケ
子 

手 

安 

竹
山 

マ
キ
子 

光
治 

手 

安 

有
川 

智
八 

龍
東 

大 

湊 

崟 
 

テ
イ
子 

明
二 

野
見
山 

総
合
計
金
９
０
，
０
０
０
円
也 

 

広
報
紙
郵
送
料 

（
氏
名
） 

 
 

 
 
(

住
所) 

Ｎ
・
Ｍ 

 
 

一
万
円 

大
阪
府 

蘇 
 

鉄
嘉 

五
千
円 

静
岡
県 

皆
様
の
ご
寄
付 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

          

   

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金 

 
 

 

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。 

 

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す

る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
。
年
金
の
給
付
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。 

 

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（
「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。 

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」 

 

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。 

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」 

 

学
生
で
な
い
三
十
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。 

 
 

 

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
町
役
場

ま
た
は
、
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
年金キャラクター

「もくもく」  

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 



広報せとうち(１３)     

～

制

服

授

与

式

～ 
 

１１
月
１５
日
、
秋
季
火
災
予

防
運
動
期
間
の
最
終
日
、
消
防

団
詰
所
前
に
お
い
て
、
女
性
消

防
団
員
６
名
へ
制
服
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
真
新
し
い
制

服
に
袖
を
通
す
と
早
速
、
消
防

署
員
と
一
緒
に
市
街
地
で
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
及

び
適
切
な
維
持
管
理
の
周
知
、

非
常
時
の
早
め
の
避
難
、
通
報

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
第
１
分

団
班
長
の
西
田
さ
ん
は
「
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
女

性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面
を
活
か

し
、
予
防
広
報
な
ど
を
通
じ
て

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

      

  

～

仮
面

の
世
界
ｉ

ｎ

奄
美
～ 

 

１１
月
１５
日
、
町
清
水
公
園

総
合
体
育
館
に
て
、
第
３０
回
国

民
文
化
祭
「
仮
面
の
世
界
ｉｎ
奄

美
（
瀬
戸
内
町
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
北
は
秋
田
（
ナ
マ
ハ

ゲ
）
南
は
沖
縄
石
垣
（
ア
ン
ガ

マ
）
の
全
国
か
ら
１０
組
が
参
加

し
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
油
井

の
豊
年
踊
り
・
諸
鈍
シ
バ
ヤ
が

出
演
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
秋
田
か
ら
出
演
の
ナ
マ
ハ

ゲ
は
、
迫
力
満
点
の
太
鼓
を
披

露
し
、
鬼
の
よ
う
な
面
を
付
け

て
「
泣
く
子
は
い
ね
が
（
い
な

い
か
）
」と
客
席
に
降
り
る
と
、

泣
き
だ
す
子
ど
も
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
各
地
の
郷
土
芸
能

を
一
目
見
よ
う
と
、
町
内
外
か

ら
約
１
８
０
０
人
の
観
客
が
訪

れ
、
国
民
文
化
祭
は
盛
大
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

  
 

     
              

      

～

観

光

大

使

委

嘱

～ 

 

１１
月
１７
日
、
せ
と
う
ち
海

の
駅
に
て
、
瀬
戸
内
町
観
光
大

使
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

民
謡
民
舞
大
島
地
区
大
会
、

日
本
一
島
唄
大
賞
受
賞
・
「
塩

道
長
浜
世
界
一
大
会
」
優
勝
・

東
京
国
技
館
に
て
、
民
謡
敢
闘

賞
を
受
賞
な
ど
、
輝
か
し
い
経

歴
の
瀬
戸
内
町
出
身
、
永
井
し

ず
の
さ
ん
が
、
３４
人
目
の
観
光

大
使
と
な
り
ま
し
た
。 

委
嘱
式
後
に
は
、
永
井
し
ず

の
さ
ん
に
よ
る
、
島
唄
も
披
露

さ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

  

 

  

   

～
瀬
戸
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
～ 

 

１１
月
２８
日
・
２９
日
、
瀬
戸

内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
第

２２
回
大
島
群
島
少
年
軟
式
野

球
大
会
（
瀬
戸
内
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
古
仁
屋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー

ル
は
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
、
初

戦
・
２
回
戦
・
準
決
勝
を
全
て

コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
決
勝
ま
で
進

み
、
決
勝
は
朝
日
Ｓ
Ｐ
と
対
戦
。 

 
 

決
勝
は
、
３
回
に
一
挙
３
点

を
先
制
、
そ
の
裏
に
１
点
を
返

さ
れ
る
も
、
４
回
と
５
回
に
追

加
点
を
奪
い
、
投
げ
て
は
先
発

富
永
投
手
が
１
失
点
完
投
と
好

投
し
、
７
対
１
で
３
年
ぶ
り
２

回
目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

女

性

消

防

団

員 
 

 
 

古
仁
屋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル 

 

国

民

文

化

祭 

瀬

戸

内

町

観

光

大

使 



 
                                                   広報せとうち(１４) 

～

親

睦

と

交

流

～ 
 

１２
月
１３
日
、
親
睦
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
瀬
戸

内
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
青
空
の
下
、

団
体
戦
・
個
人
戦
が
行
わ
れ
、

１１
チ
ー
ム
約
７０
名
が
参
加

し
、
参
加
者
は
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
、
プ
レ
ー
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。 

 

第
１
位 

嘉
鉄
チ
ー
ム 

 

第
２
位 

春
日
チ
ー
ム 

第
３
位 

阿
木
名
チ
ー
ム 
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　　　　 快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト

　　・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理 家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

　　・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等 　収　集　運　搬

（　有　）　瀬　戸　内　清　掃 　      １袋からタンス・ベッドその他まで

代表取締役　　　牧　　　学 お　気　軽　に　お　電　話　下　さ　い

　　事務所　☎　７２－３９７３　　　　☎　７２－３７１４　　　☎　７２－０７５４

法律相談会（無料）のご案内 
司法書士による法律相談会を開催いたします。 

【相談日時及び場所】１月２１日(木) 午前１０時～午後１時  

町営コーラルタウン船津団地 集会場 

 ※本相談会での直接受託は原則行いません。 

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。 

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部  

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知） 
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